
令和６年２月 15 日 
令和６年 新春賀詞交歓会の報告 

 
出席者 会長 日笠 みどり 

 
  全国社会保険労務士会連合会と政治連盟の主催で、令和６年新春賀詞交歓会が、１月 22
日(月)パレスホテル東京で開催されました。 
 １月１日に能登半島の地震で甚大な被害が出ている状況もあり会の始めにこの地震で亡
くなられた方々に対して１分間の黙とうを行い、会は静かに進行されていきました。 

そのような状況ではありましたが、
参加者は去年を上回る出席者にみ
えました。全国から社会保険労務
士や関係団体の方、厚生労働省等
行政職員や国会議員の方々が 1 年
ぶりに一堂に会して懐かしい再会
に思わず笑みが溢れます。 
大野実連合会会長からは、社労

士制度創設 56 年目の年に入り、全
国で４万５千人の会員数となって

いること、「持続的な賃上げ」に向けた今後の方向性や社労士の役割、「雇用保険制度改革」
への取組についての言葉がありました。 

 
大野連合会会長の挨拶                    



また、多忙な武見厚生労働大臣の代わりに出席され
た宮崎政久副大臣からは、元旦から災害対策本部を設
置をして災害復旧に全力で取り組んでいるところで、
連合会が大規模自然災害等対策本部を設置し被災地の
支援に連携をして取り組んでいること、一刻も早い復
旧に向けて社労士会が専門家としての知見を活かして
協力をしていただきたい旨の挨拶がありました。 
続いて、自民党社会保険労務士議員懇話会竹内譲会

長、立憲民主党社会保険労務士議員懇談会会長の枝野
幸男氏、国民民主党社会保険労務士制度推進議員連盟    
会長の古川元久氏より挨拶をいただきました。              

宮崎厚生労働副大臣     今年は乾杯の音頭はなくアルコール類の提供もなか     
             ったのでソフトドリンクでの歓談となりました。 

 
 

                     
                        

              
  

岡山県会から出席の双田会長を
はじめ花田副会長、中西副会長、二
梃木副会長、政治連盟の林会長と
共に中国四国地区のテーブルに立
ち寄っていただいた来賓の加藤勝
信氏も交えての歓談でした。 
１年に一度の全国の社労士との

交流は貴重な交流の時間となりま
した。 

以上 


